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研究成果の概要（和文）：アイトラッキング装置を用いてろう学校の若手教員の授業における視線配布行動の測
定し、解析結果をもとにした授業省察を行い、視線の配布行動に変容が見られるかを追跡した。
１年目の教員は意図的に視線を配布することができず、視線が定まらない状態や特定の生徒の方を凝視してしま
い、他の生徒の様子を見ることができていないことが多く見られたが、取り組みの結果、２年目、３年目となる
にしたがい、まんべんなく見たり、特定の子どもを意図を持って見ることができるようになり、授業力の向上に
つながることが検証できた。

研究成果の概要（英文）：This study measured the gaze distribution behavior of young deaf school 
teachers during their lessons using an eye-tracking device, conducted lesson reflections based on 
the analysis results, and tracked whether there were any changes in their gaze distribution 
behavior. Lesson reflections were conducted based on the analysis results, and changes in gaze 
distribution behavior were tracked. First-year teachers often had difficulty intentionally 
distributing their gaze and tended to have an unfocused gaze or fixate on specific students, which 
prevented them from observing the rest of the class. As a result of the intervention, it was 
confirmed that as teachers progressed to their second and third years, they were able to distribute 
their gaze more evenly and intentionally focus on specific children, leading to improvements in 
their teaching skills.

研究分野：聴覚障害教育

キーワード： ろう学校　アイトラッキング　授業省察　授業力向上
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、ろう学校では、新たに赴任した若手教員の専門性の向上が早急の課題となり、短期間での教育力の向上が
求められている。聴覚に障がいのある子どもへの教育には視覚的な支援が必須とされ、視覚的な教材の提示や指
導時における伝え方が重要とされている。アイトラッキング装置と開発した解析プログラムを用いてろう学校の
若手教員の授業での視線配布行動を客観的に捉えることが可能となった。その結果を授業後の省察に用いて授業
の振り返りと改善に活かすことで、若手教員の授業力の向上につながった。視線配布行動への意識づけが若手教
員の成長に寄与することが可能であることが明らかになった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
近年、学校教員は世代の交代が激しく、若手教員が長い時間をかけて指導に関する専門的な知
識や技術を学び機会は少ない。ろう学校でも同様で、授業を行う際の留意事項の講義や授業見学
などを行っている（国立特別支援教育総合研究所, 2010; 雁丸 他, 2013; 保下 他,2015）。聴覚
に障がいのある子どもへの教育には視覚的な支援が必須とされ、視覚的な教材の提示や指導時
における伝え方が重要とされているが、研修において視線に関する内容はほとんどない。ろう学
校の熟練教員の視線配布行動についての研究がなく、具体的に指導技術にまで至っていないこ
とが原因と考えられる。平成 28年度からの科研費助成研究（挑戦的萌芽研究「アイトラッキン
グを用いた聾学校熟練教員と若手教員の授業中の視線行動の関する研究」）において、ろう学校
の熟練教員と若手教員の視線行動の分析を行った結果、熟練教員は視線の停留時間が長く、眼球
の移動速度が速いことが明らかとなる一方で、若手教員が意図的に視線の停留時間を長くした
り、眼球移動速度を速めたりするだけでは授業力の向上には結びつかないことも判明した（中瀬, 
2017）。 
 
２．研究の目的 
眼球の停留時間、移動速度などのデータと眼球移動軌跡を映像への記録が可能な眼鏡型の眼球
計測（アイトラッキング）装置を用いて、①アイトラッキングの記録データをどのように解析す
れば、若手教員の視線配布行動の向上に有益か、②解析結果と授業者の省察の組み合わせが、若
手教員の授業力の向上に効果があるかを明らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
対象は複数のろう学校の若手教員である。本研究に即したアイトラッキングデータの解析プロ
グラムの開発を行い、若手教員の授業における視線配布行動について、アイトラッキング装置を
用いて測定と分析、授業省察とのその分析を行う。授業記録→授業分析→授業者の省察→省察内
容の分析を 1サイクルとし、1サイクル毎に気づきや変容のまとめを分析・考察する。3サイク
ルの実施により若手教員の授業力に向上が見られたかを、視線の停留時間や移動速度などを指
標にして、授業後の自己評価シートの変容、研究協力者による授業評価と合わせて検討を行う。 
 
４．研究成果 
（1）視線配布分析法の開発 
アイトラッキング装置を装着した教師がどの生
徒を見ているかは、記録した動画に重ね合わせた
視線の軌跡表示を見れば把握することができる。
各生徒に、いつ、どれだけの時間を、どの順に視
線を配布していたかを図1に示すような時系列表
示できる解析プログラムを開発した（中瀬, 
2019）。                             図１ 
 
（2）授業省察への視線配布分析法の活用 
3 年未満の若手教員 7名の省察記録を分析した。ろう学校において見ること、見せることが大
切だが、省察では教師が「意図的に見る」その意図は何かについて語る様子が見られた。手話や
指文字の読み取りに「困難」を伴うことが多い若手教員にとっては余裕を持って児童生徒を見る
より、発言を理解することに集中するあまりに他の子どもの様子を見ていないことに気づけて
いなかったことを視覚的に把握することで気づくことができていた。これらは視線の配布の順
と長さを視覚的に捉えられる開発した時系列表示による効果とも思われる。視覚的に自分の視
線配布行動の「癖」を知ることで、その対応を自ら考える機会となる。しかし、対象教員の省察
からはすぐには解決できにくい課題であることも伺えた。意図を持って視線を送ることを、教師
の視線の配布の仕方によって、授業の「空気」を変えることにもつながることを若手教員の認識
につながった省察もあり、今後継続して授業記録・解析・省察を続け、どのような変容が起きる
のかを把握することが教師の成長に役立てられると考えられた（中瀬, 2020）。 
 
（3）若手教員の視線配布行動の変容 
継続的に授業時の視線配布行動を記録してきたろう学校若手教員の視線配布行動がどのよう
に変容してきたかを先に開発した時系列表示と省察記録から検討した結果、１年目の教員はま
だまだ意図的に視線を配布することができず、視線が定まらない状態や特定の生徒の方を凝視
してしまい、他の生徒の様子を見ることができていないことが多く見られた。授業を行うのに精
一杯で、発問にしても１対１での対応を繰り返している状態とも言える。２年目、３年目となる
にしたがい、まんべんなく見たり、特定の子どもを意図を持って見ることができるようになって



くることが明らかとなった。 
 
（4）授業省察レベルの変容 
若手教員を対象にアイトラッキング装置による視線の軌跡を重ね合わせた授業者視点の授業
動画と時系列表示の図を示し、場面ごとに映像を再生した後、対象者に自由にその場面について
語ってもらった。省察時の会話は小型の IC レコーダーを用いて録音した。その後、録音した音
声データを全て文字化し、意味のまとまった文章ごとに分割し、発話内容の分類を行った。表１
のように５つのレベルに構成した。第１回はレベル１が多く、第２回になるとレベル０とレベル
２が多くなっている。第３回になるとレベル４が多くなった（図２）。 
 第１回（1 年目）は、視線配布行動の研究の協力者という意識が強く、視線の動きなどの説
明が多いことからレベル１が多くなったと思われる。第２回（２年目）になると、レベル０の状
況の説明が多くなっているが、教員が視線配布行動について語るとき、前提として授業の流れや
生徒の実態を理解してもらった上での話であることことから、これらに多くの説明を費やした
と考えられる。また、レベル２が多くなっているが、自らの視線配布の方法について、自己反省
していたり、よくないところが目立っていると感じているためと思われる。第３回も第２回同様、
レベル０が多い。レベル４が増加しているが、発言の内容から視線を意図的に配布していて、そ
の意図の説明が多く、これまで指摘されてきたことを振り返り、課題を解決するための取組をか
なり意識して行っていることの表れと思われた（中瀬, 2022）。 
 
         表１ 

          図２ 
 

 
 
（5）教材化 
これまでのアイトラッキング装置を活用したろう学校教員の視線配布行動で得られた授業者
視点の動画と眼球運動の軌跡を重ね合わせた動画から、熟練教員が行った視線配布行動の例を
理解しやすいようにイラスト化する試みを実施した。イラスト化することで、解説したいことの
焦点化ができると同時に、個人情報の保護にもつながり、得られた知見の伝達に有益となる。ま
た、視線配布行動の「教材化」という意味で、若手教員がいつでも学べるツールとしての役割を
果たせると思われる。しかし、アイトラッキング装置を装着しての授業記録や場面の抽出とその
イラスト化等の作業にかかる手間は大きく、今後は、疑似体験できる装置の開発が望まれた（中
瀬, 2023）。 
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